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農林水産物・食品の輸出の拡大
【輸出促進対策 ２１（２３）億円】

対策のポイント

農林水産物・食品の輸出の拡大に取り組みます。このため、関係府省、都道府

県、民間団体等が参画する農林水産物等輸出促進全国協議会で了承された「我が

国農林水産物・食品の総合的な輸出戦略」に沿って、意欲ある農林漁業者等に対

する支援策等を展開します。

（輸出額の国別割合（１８年）） （輸出額が大きく伸びている主な品目）

輸出額
14年比 拡大の背景

（18年）

りんご 57億円 2.1倍 台湾で好評

緑 茶 31億円 2.2倍 欧米で流行

いちご 1億円 15.0倍 香港等で好評

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．品目別の戦略的な輸出促進

（１）輸出ビジネスモデル戦略の検討・策定等

品目ごとの するとともに、他の農林漁業者等にとって見本と輸出実行プランを普及

なる することにより、農林漁業者等の輸出活力を誘発します。先進的な取組を確立

みなぎる輸出活力誘発事業 ８６（６４）百万円

事業実施主体：民間団体

台湾
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（２）品目ごとの市場実態等調査等

個々の品目に係る 、 により、輸出の円滑化を市場実態等調査 海外貿易情報の収集等

推進します。

農林水産物貿易円滑化推進事業 １１０（２１５）百万円

事業実施主体：民間団体

（３）品目ごとのＤＮＡ分析技術の開発

品種を識別するための することにより、我が国のオリＤＮＡ分析技術の開発を支援

ジナル品種を保護し、輸出の促進を図ります。

農林水産物等輸出促進支援事業のうち品種保護に向けた環境整備 ５８（７２）百万円

補助率：１／２

事業実施主体：民間団体

２．意欲ある農林漁業者等に対する支援

（１）農林漁業者等の販売促進活動に対する支援

（輸出プロモーター） 、海外における貿易実務経験や専門的知見を有する者 の活用

することにより、明確な目標を設定し農林水産物・食品の広告宣伝等を総合的に支援

た農林漁業者等による戦略的な輸出の取組を促進します。

農林水産物等輸出促進支援事業のうち

農林水産物等輸出促進対策 ６００（６００）百万円

補助率：定額、１／２

事業実施主体：民間団体

（２）海外における展示・商談会の開催、常設店舗の設置

海外 展示・商談の場の提供 アンテナショップにおける や海外高級百貨店等における

により、農林漁業者等の販路の創出・拡大を支援します。の設置

農林水産物等海外販路創出・拡大事業 ５００（６１０）百万円

事業実施主体：民間団体

（３）国内における展示・商談会、輸出促進セミナー等の開催

における や により、農林漁業者等が国内国内 展示・商談の場 情報収集の場の提供等

外のバイヤーや輸出先駆者等から活きた輸出情報を収集するためのネットワークを構

築します。

活きた輸出情報ネットワーク構築事業 ６１（５１）百万円

事業実施主体：民間団体

（４）農産物の輸出検査体制の強化

輸出品目の特性等に応じて 、品質の保持や物流農産物の輸出検査を集荷地で行い

の円滑化を図ります。

【農産物輸出増大に伴う植物検疫迅速化等特別対策事業 ４４（０）百万円】
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３．日本食・日本食材等の海外への情報発信

（１）日本食イベントや広報活動を通じた情報発信

外国人オピニオンリーダー等に対する 、海旬の高品質な日本食・日本食材等の提供

外に日本食・日本食材等や日本食文化の魅力を伝える 、マスメＰＲイベント等の開催

ディアを活用した により、日本食・日本食材等の魅力を海外に各種広報活動の展開等

発信します。

日本食・日本食材等海外発信事業 ３６６（３９７）百万円

事業実施主体：民間団体

（２）海外日本食優良店の普及を通じた情報発信

海外日本食優良店の 、現地における優良店の 、現地組織によ調査 基準の策定・普及

る することにより、海外における日本食の信頼性を高め、日本食フ情報収集等を支援

ァンを世界に拡げます｡

【海外日本食優良店調査・支援事業 １８２（２７６）百万円】

【農林水産物等輸出促進支援事業のうち海外日本食優良店普及促進事業 ４５（０）百万円】

４．その他輸出促進関連予算

（１）輸出促進に資する安全の確保

農産物等の生産段階における や水産加工施設におけ輸出にも対応し得るＧＡＰ手法

る により、輸出促進に資する安全確保への品質管理のためのＨＡＣＣＰ手法の導入等

対応を図ります。

【先進的総合生産工程管理体制構築事業 ８０８（０）百万円】

【食の安全・安心確保交付金 ２，３４５（２,５１３）百万円の内数】

【水産物品質管理対策推進支援事業 １０９（１２１）百万円】

（２）日本茶のブランド戦略の推進

により、日本茶のブランド戦略を推進します。品質管理認証システムの構築

日本茶品質管理認証システム構築事業 １９（２０）百万円

補助率：定額

事業実施主体：民間団体

（３）輸出振興のための生産、流通、加工技術の開発促進

輸出促進に資する生産、流通、加工技術に関する技術開発を促農林水産物・食品の

します。進

新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業 ５，２００（注）百万円の内数

注：平成１９年度は「先端技術を活用した農林水産研究高度化事業」で実施

事業実施主体：民間団体等
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（４）輸出力の強化に必要なインフラの整備

農林水産物・食品の安定的な供給の基礎となる します。また、インフラ整備を推進

強い農業づくり交付金に２,５００百万円、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

に１,３００百万円の します。輸出対策枠をそれぞれ設定

【国営かんがい排水事業費等（公共） ４１５，７８２（４１９，３８３）百万円の内数】

【水産物流通機能高度化対策事業（公共） ９８，７５３（０）百万円の内数】

【強い農業づくり交付金 ２４，９１４（３４,０６７）百万円の内数】

【農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 ３０，５４６（３４,０８８）百万円の内数】

【森林・林業・木材産業づくり交付金 ９，６９２（９,７５６）百万円の内数】

【強い水産業づくり交付金 ７，７３０（８,７６２）百万円の内数】

【乳業再編整備等対策事業 ４,１２０（４,１２０）百万円の内数】

【農林漁業金融公庫資金の活用】

【農業改良資金の活用】

（５）事業者に対する海外でのサポート体制の整備

「東アジア食品産業活性化戦略」の一環として、東アジア各国主要都市に設置され

た協議会を通じ、海外において、投資促進に資する情報を共有化・活用するほか、輸

出に取り組む事業者に対しても を行います。情報提供等のサポート

食品産業国際競争力強化対策事業 ２４９（３０８）百万円の内数

補助率：定額、１／２

事業実施主体：民間団体

［担当課：大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 （０３－３５０２－３４０８(直））］
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輸 出 促 進 対 策 事 業

平成２０年度概算決定額 ２，００７，７２３（２，２８６，１１０）千円

１．みなぎる輸出活力誘発事業 千円８６，０８７（６４，４７９）
品目ごとの輸出実行プランを普及するとともに、他の農林漁業者等にとって見本

となる先進的な取組を確立することにより、農林漁業者等の輸出活力を誘発する。

１１０，０８３（２１５，１９３）千円２．農林水産物貿易円滑化推進事業
個々の品目に係る市場実態等調査、海外貿易情報の収集等により、輸出の円滑化

を推進する。

４９９，６５６（６１０，０００）千円３．農林水産物等海外販路創出・拡大事業
海外における展示・商談の場の提供、海外高級百貨店等におけるアンテナショップ

の設置により、農林漁業者等の販路の創出・拡大を支援する。

活きた輸出情報ネットワーク構築事業 ６０，９６３（５０，７０８）千円４．
国内における展示・商談の場や情報収集の場の提供等により、農林漁業者等が国内

外のバイヤーや輸出先駆者等から活きた輸出情報を収集するためのネットワークを構
築する。

日本食・日本食材等海外発信事業 ３６５，９８８（３９７，２００）千円５．
外国人オピニオンリーダー等に対する旬の高品質な日本食・日本食材等の提供、

海外に日本食・日本食材等や日本食文化の魅力を伝えるＰＲイベント等の開催、マス
メディアを活用した各種広報活動等の展開により、日本食・日本食材等の魅力を海外
に発信する。

農林水産物等輸出促進支援事業のうち農林水産物等輸出促進対策６．
６００，０００（６００，０００）千円

貿易実務経験や専門的知見を有する者（輸出プロモーター）の活用、海外における
農林水産物・食品の広告宣伝等を総合的に支援することにより、明確な目標を設定し
た農林漁業者等による戦略的な輸出の取組を促進する。

１８２，２４０（２７６，１１０）千円７．海外日本食優良店調査・支援事業
新たな海外民間組織の立ち上がり支援等を通じ、引き続き「日本食レストラン推

奨計画」の推進を図る。

農林水産物等輸出促進支援事業のうち海外日本食優良店普及促進事業８．
４４，７７０（０）千円

民間組織が取り組む推奨事業を支援することにより、海外日本食優良店の普及促進
を図る。

９． 品種保護に向けた環境整備農林水産物等輸出促進支援事業のうち
５７，９３６（７２，４２０）千円

品種を識別するためのＤＮＡ分析技術の開発を支援することにより、我が国のオリ
ジナル品種を保護し、輸出の促進を図る。

〔問い合わせ窓口〕
１ 国際専門官 高橋
２ 国際専門官 戸谷
３ 国際専門官 魚谷 大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室

03-3502-3408４ 課 長 補 佐 多田 電話
５ 課 長 補 佐 新名
６ 国際専門官 宮川
７，８

03-3502-8267総合食料局食品産業振興課外食産業室 電話
03-6744-2118９ 生産局種苗課 電話
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みなぎる輸出活力誘発事業

【８６，０８７（６４，４７９）千円】

対策のポイント

品目ごとの輸出実行プランを普及するとともに、他の農林漁業者等にとって見

本となる先進的な取組を確立することにより、農林漁業者等の輸出活力を誘発し

ます。

輸出ビジネスモデルとは＞＜

「輸出ビジネスモデル戦略」に沿って実行される輸出の拡大を加速する取組（新たな輸出相

手国を開拓する、産地の輸出規模を拡大するなど）であり、その取組により得られる有益な情

報は追随しようとする他の農林漁業者等に提供されることになります。輸出ビジネスモデルに

対しては、「農林水産物等輸出促進対策」の優先採択、「WASHOKU-Try Japan's Good Food」

事業への優先出品、国内外の展示・商談会への優先出展等の重点的な支援を行います。

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．輸出実行プランの普及・充実

輸出に関心を有する産地等を対象に研修会を開催すること等により輸出実行プ

ランの普及を図るとともに、輸出実行プランの充実に向けて生産者、関係団体・

企業、行政等の輸出関係者が参画する検討会において、引き続き課題と対応方策

の検討を行う。

２．輸出ビジネスモデル戦略の検討・策定

輸出関係者やコーディネーター、アドバイザー等が参画する検討会において、

産地関係者とともに海外現地調査、国内現地調査、ブランドづくり等を行い、個

々の取組ごとの「輸出ビジネスモデル戦略」を策定する。

＜委託先＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成１９年度から平成２１年度まで

〔担当課：大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 電話 03-3502-3408〕
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め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

輸
出

に
対

応
し
た
加

工
・
貯

蔵
施

設
の

仕
様

等

輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
戦
略
策
定
委
員
会

①
生

産
者

、
②

関
係

団
体

・
企

業
、
③

行
政

、
④

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等

検
討
・
策
定

参
画

農
林
漁
業
者
等
の

輸
出
活
力
を
誘
発
！

活
用

輸
出

に
関

心
は

あ
る
が

経
験

の
な
い
農

林
漁

業
者

等
試

験
的

に
輸

出
を
行

っ
て
い
る
農

林
漁

業
者

等

○
特

定
の

品
目

に
つ
い
て
、
輸

出
実

績
の

無
い
（
又

は
ほ

と
ん
ど

無
い
）
国

に
対

し
、
輸

出
を
行

う
取

組
○

輸
出

の
規

模
を
大

き
く
拡

大
す
る
取

組

輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
（
例
）

取
組
に
よ
り
得
ら
れ
る
成
果
（
例
）

品
目

ご
と
に
、
新

た
に
輸

出
に
取

り
組

む
（
あ
る
い
は

輸
出

を
拡

大
す
る
）
に
当

た
っ
て
の

課
題

と
対

応
方

策
を
「
輸

出
実

行
プ
ラ
ン
」
と
し
て
明

確
化

み
な
ぎ
る
輸
出
活
力
誘
発
事
業

み
な
ぎ
る
輸
出
活
力
誘
発
事
業
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農林水産物貿易円滑化推進事業

【１１０，０８３（２１５，１９３）千円】

対策のポイント
個々の品目に係る市場実態等調査、海外貿易情報の収集等により、輸出の円滑

化を推進します。

＜平成１９年度における事業の実施状況＞

調査名 調査内容

海外貿易制度等調査 中国、台湾、香港、タイにおける農林水産物・食品に関する貿易制度、関

連諸制度の情報収集及び運用実態の調査を実施。

偽装表示等情報収集 中国、台湾における日本の農林水産物・食品の主要ブランド名等の登録状

況及び偽装表示実態の情報収集、偽装表示の問題に対処するための制度、

手続、所要費用等の調査を実施。

輸出物流コスト削減等に 農林水産物・食品の輸出の物流コスト削減等を図るため、物流の実態調

関する調査 査、物流の改善方策の検討を実施。

農林水産物等の航空輸出 空港の再拡張が計画されている羽田空港を活用した農林水産物・食品の航

物流に関する調査 空輸出の可能性等の検討を実施。

品目別市場実態調査 日本の農林水産物・食品のうち輸出の拡大が期待される主要な品目につい

て、輸出相手国等の市場実態調査を実施。

＜調査対象品目＞

米・米加工品、野菜、果実、花き、食肉、水産物・水産加工品、緑茶、

きのこ、木炭、加工食品（乾麺、米菓、清涼飲料）

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．海外貿易情報収集等基礎調査・収集活動

諸外国の農林水産物・食品に関する貿易制度、市場動向等についての基礎

的な調査や日本の農林水産物・食品に関する現地情報の収集を行う。

また、知的財産保護の観点等から、海外における偽装表示の実態等につい

ても情報収集を行う。

２．品目別市場実態等調査

品目ごとの市場実態調査や、品目ごとの輸出戦略に必要な調査を実施する。

＜委託先＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成９年度から平成２０年度まで

〔担当課：大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 電話 03-3502-3408〕

8



○
海

外
に
お
け
る
貿
易
制
度
、
偽
装
表
示
や
現
地
事
業

者
等

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
名

の
商

標
登

録
の

実
態

、

総
合
的
な
輸
出
戦
略
で
設
定
さ
れ
た
重
点
個
別
品
目
の
重
点
国
に
お
け
る
市
場
実
態
等
を
幅
広
く
調
査

海
外
貿
易
情
報
収
集

等
基
礎
調
査

輸
出

の
促

進
を
図

る
上

で
必

要
な
、
海

外
の

貿
易

制
度

等
を
調

査

農
林
水
産
物
貿
易
円
滑
化
推
進
事
業

○
海

外
貿

易
制

度
等

調
査

・
動

植
物
検
疫

、
そ
の

他
関
係

法
令

や
規

制
等

の
調

査

○
偽

装
表

示
等

情
報

収
集

・
偽
装
表
示
や
現
地
事
業
者
等
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
名
の
商
標
登
録
の
実

態
、
問
題

に
対
処
す
る
た
め
の
制
度
、
手
続
、
費
用
等
に
関
す
る
調

査

○
品

目
別

市
場

実
態

調
査

・
販
売
量
、
価

格
動

向
等

定
量

的
調

査

・
購

買
層
、
社
会

習
慣
、
嗜

好
等

定
性

的
調

査

・
商

慣
行
、
主
要

業
者

等
そ
の
他

関
連

情
報

調
査

○
品

目
別

輸
出

戦
略

調
査

（
具

体
例
）

・
外
国
の
輸
出
成
功
品
目
の
販
売
促
進
に
係
る
取
組
等
調
査

(ノ
ル
ウ
ェ
ー
サ
ー
モ
ン
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
等
）

・
他
国
に
お
け
る

EU
向

け
輸

出
の

水
産

物
加

工
施

設
の

H
AC

C
P

対
応
状

況
等

調
査

輸
出

の
拡

大
に
資

す
る
、
品

目
別

の
海

外
に
お

け
る
市

場
実

態
等

を
調

査

品
目
別
市
場
実
態
等
調
査
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農林水産物等海外販路創出・拡大事業

【４９９，６５６（６１０，０００）千円】

対策のポイント
海外における展示・商談の場の提供、海外高級百貨店等におけるアンテナショ

ップの設置により、農林漁業者等の販路の創出・拡大を支援します。

＜海外展示・商談活動（平成１９年度）の実施国・地域＞

マレーシア（クアラルンプール）、タイ（バンコク）、ドイツ（ケルン及びエッセン）、

中国（上海）、インド（ムンバイ）、アラブ首長国連邦（ドバイ）、米国（ボストン及びニ

ューヨーク）

＜常設店舗活用型輸出対策（平成１９年度）の実施国・地域＞

香港、シンガポール（シンガポール）、マレーシア（クアラルンプール）、台湾（新竹及び

中壢）、タイ（バンコク）、中国（北京及び成都）、アラブ首長国連邦（ドバイ）

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．海外展示・商談活動

輸出志向のある農林漁業者等が海外へ輸出するための足がかりとして、海外に

おいて、既存の展示・商談会に出展又は独自に展示・商談会を開催するとともに、

関連イベント等を行う。

２．常設店舗活用型輸出対策

日本の農林水産物・食品について、海外一般消費者への浸透を加速化させるた

め、海外高級百貨店等において、定常的・継続的販売促進活動を実施するととも

に、一般消費者向け料理講習会等を行う。

３．フォローアップ調査

本事業について、現地消費者に対する日本産農林水産物等の浸透や、販売拠点

の広がり等の間接的な効果を検証する。

＜委託先＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成１８年度から平成２１年度まで

〔担当課：大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 電話 03-3502-3408〕
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常
設
店
舗
活
用
型
輸
出
対
策

○
輸

出
相

手
国

の
バ

イ
ヤ
ー
が

一
堂

に
集

う
、
歴

史
あ
る
国

際
見

本
市

（
食

品
総

合
見

本
市

、
品

目
別

の
専

門
見

本
市

）
に
お
け
る
日

本
パ

ビ
リ
オ
ン
の

設
置

。

○
日
本
が
独
自
に
展
示
・
商
談
会
を
開
催
。

↓
↓

↓
↓

↓

農
林

漁
業

者
等

と
バ

イ
ヤ
ー
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支

援

平
成

19
年
度
の
実
施
都
市
（
9都

市
）

•ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル

(F
H

M
20

07
（
８
月

）
)

•バ
ン
コ
ク

(A
si

a
Fr

ui
tl

og
is

tic
a

(青
果

物
専
門

)（
９
月

）
、
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Fo
od

Fa
ir

20
07

（
１
２
月

）
)

•ケ
ル

ン
(A

nu
ga

20
07

(１
０
月

))

•上
海

(F
H

C
 2

00
7 
上

海
（
１
１
月
）
)

•ム
ン
バ

イ
(W

or
ld

ｏ
ｆ

Fo
od

In
di

a
（
１
１
月
）
)

•エ
ッ
セ
ン

(IP
M

E
ss

en
20

08
（
花

き
専

門
）
（
１
月

）
)

•ド
バ
イ

(G
U

LF
O

O
D

 2
00

8 
（
２
月

）
)

•ボ
ス
ト
ン

(In
te

rn
at

io
na

lB
os

to
n

S
ea

fo
od

S
ho

w
（
水

産
物

専
門

）
（
２
月

）
)

•ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

(In
te

rn
at

io
na

l R
es

ta
ur

an
t a

nd
 F

oo
ds

er
vi

ce
 S

ho
w

 o
f N

ew
 Y

or
k 

20
08

 （
３
月
）
)

上
記

の
ほ

か
、

A
nu

ga
20

07
の

関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て

S
IA
（
パ

リ
（
２
～

３
月

）
）
に
参

加

14
,5

31
8,

00
0

6,
49

7
商

談
件

数

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
、
パ
リ
、
上
海
、

ド
バ

イ
、

N
Y、

ロ
ン

ド
ン
（
６
都

市
）

ソ
ウ
ル
、
バ
ン
コ
ク
、

北
京

、
上

海
（
４
都

市
）

上
海

、
ソ
ウ
ル
、
バ

ン
コ
ク
、
ロ
ン
ド
ン

（
４
都

市
）

実
施

都
市

H
18

年
度

H
17

年
度

H
16

年
度

平
成

16
～

18
年
度
に
お
け
る
成
果

※
商

談
件

数
は

展
示

・
商

談
会

期
間

中
に
お
け
る
件

数

○
お
い
し
く
高

品
質

な
日

本
産

品
の

イ
メ
ー
ジ
に
合

致
す
る
海

外
の

高

級
百
貨
店
等
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
ア
ン
テ
ナ
・
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
。

○
試
食
会
や
試
供
品
配
布
等
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
広

報
活

動
等

も
併

せ
て
実

施
。

↓
↓

↓
↓

↓

販
路
拡
大
、
海
外
一
般
消
費
者
へ
の
浸
透
を
支
援

平
成

19
年
度
の
実
施
都
市
（
9都

市
）

香
港

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

、
ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル

、
新

竹
（
台

湾
）
、
中

壢
（
台

湾
）
、
バ

ン
コ
ク
、
北

京
、
成

都
（
中

国
）
、
ド
バ

イ
に
お
い
て
約

半
年

間
開

設
(都

市
に
よ
っ
て
は

9ヶ
月

間
開

設
）

平
成
１
８
年
度
の
事
業
の
成
果
（
例
）

ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル

の
常

設
店

舗
に
お
い
て
は

、
店

舗
設

置
前

と
比

較
し
て
、

日
本

産
の

青
果

物
（
野

菜
・
果

物
）
の

取
扱

品
目

が
４
品

目
か

ら
５
０
品

目
に
増

え
、
売

上
金

額
は

対
前

年
度

比
で

1,
91

6％
と
急

激
に
伸

び
た
。

海
外
展
示
・
商
談
活
動

平
成

18
年
度
の
実
施
都
市
（
5都

市
）

ク
ア
ラ
ル

ン
プ
ー
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

、
上

海
、
天

津
、
バ

ン
コ
ク
に
お
い
て
、

約
半
年
間
（
9月

～
3月

）
開
設
。

農
林

水
産
物
等
海
外
販
路
創
出
・
拡
大
事
業

農
林
水
産
物
等
海
外
販
路
創
出
・
拡
大
事
業
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活きた輸出情報ネットワーク構築事業

【６０，９６３（５０，７０８）千円】
対策のポイント

国内における展示・商談の場や情報収集の場の提供等により、農林漁業者等が

国内外のバイヤーや輸出先駆者等から活きた輸出情報を収集するためのネットワ

ークを構築します。

＜平成19年度における輸出オリエンテーションの会の開催状況＞

開催地 参加人数 海外から招聘した輸出促進サポーターの商圏

11月7日 岡山市 160名 シンガポール、タイ、マレーシア、中国（香港）、台湾

11月13日 仙台市 122名 マレーシア、中国（北京、上海、香港）、台湾

11月14日 新潟市 77名 マレーシア、中国（北京、上海、香港）、台湾、米国

11月16日 名古屋市 134名 中国（北京、香港）、台湾、米国

11月20日 大阪市 166名 シンガポール、中国（香港）、台湾、韓国

11月30日 東京都 97名 中国（上海、香港）

12月5日 札幌市 128名 シンガポール、タイ、ドバイ、中国（香港）、台湾、米国

2月26日 熊本市 － －
（予定）

政策目標
農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．輸出促進サポーターの発掘・登録

意欲ある農林漁業者等に対し協力してもらえる輸出先駆者や国内外のバイヤー

等を輸出促進サポーターとして発掘し、人材バンクに登録を行う。

２．農林水産物・食品輸出促進セミナーの開催

意欲ある農林漁業者等が、輸出促進サポーター等から活きた輸出情報等が得ら

れるよう、全国各地で輸出促進セミナーを開催する。

３．輸出オリエンテーションの会の開催

意欲ある農林漁業者等が、輸出促進サポーター等から助言等が得られるよう、

輸出オリエンテーションの会（展示・商談会等）を開催する。

＜委託先＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成１９年度から平成２１年度まで

〔担当課：大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 電話 03-3502-3408〕
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輸
出
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
の
概
要
（
実
施
事
例
）

輸
出
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
の
概
要
（
実
施
事
例
）

中
国
四
国
農
政
局
管
内
で
の
実
施
事
例

日
時
：
平
成
１
９
年
１
１
月
７
日
（
水
）

場
所
：
岡
山
県
岡
山
市

４
７
名
の
農
林
漁
業
者
、
食
品
産
業
事
業
者
が
参
加
し
、
在
日
外
国
人
（
留
学
生
等
）
や
バ
イ
ヤ
ー
等
総
勢
３
７
名

に
試
食
を
い
た
だ
き
、
輸
出
可
能
性
の
あ
る
商
品
を
発
掘

輸
出
産
品
発
掘
会

す
ぐ
に
輸
出
に
対
応
で
き
る
６
１
名
の
農
林
漁
業
者
、
食
品
産
業
事
業
者
が
参
加
し
、
国
内
外
の
１
５
名
の
バ
イ

ヤ
ー
と
商
談
を
実
施
（
商
談
件
数
１
５
４
件
）

展
示
・
商
談
会 展
示
・
商
談
会
の
模
様

輸
出
産
品
発
掘
会
の
模
様

ゆ
ず
・
柿
等

の
果
実
加
工
品
、
練
り
製
品
等
の
水
産
物
加
工
品
な
ど
、

中
国
四
国
地
方

９
県
の
特
産
品
が
持
ち
寄
ら
れ
、
国
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー

に
対
し
ア
ピ
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の

品
目
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
輸
出
に
向
け
て
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
興
味
を
示

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
等
の
方
々
に
、
特
産
品
や
特
産
品
を
使
っ
た
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
今
後
の
方
向
づ
け
に
役
立
っ
た
」
、
「
若
干
の

工
夫
が
必
要
と
分
か
っ
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
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日本食・日本食材等海外発信事業

【３６５，９８８（３９７，２００）千円】
対策のポイント

外国人オピニオンリーダー等に対する旬の高品質な日本食・日本食材等の提

供、海外に日本食・日本食材等や日本食文化の魅力を伝えるＰＲイベント等の開

催、マスメディアを活用した各種広報活動等の展開により、日本食・日本食材等

の魅力を海外に発信します。

＜平成19年度「WASHOKU-Try Japan's Good Food」事業の実施例＞

場所 参加者 提供食材

６月27日 ベルギーのＥＵ 欧州委員会委員、対日貿易担 緑茶（静岡産）、メロン（静岡
日本政府代表部 当者、各国駐在代表、プレス 産）、すいか（福井産）、ぶどう
大使公邸 関係者など３５３名 （広島産）など

９月10日 バンクーバーの 国際貿易大臣他政府関係者、 あきたこまち（秋田産）、牛肉
総領事公邸 プレス関係者など５５名 （宮崎産）、みかん（愛知産）、

メロン（静岡産）など

９月28日 中国の日本大使 中国の党、政府関係者など コシヒカリ（千葉産）、りんご
公邸 ９７４名 （青森産）、梨（福岡産）、長い

も（青森産）など

政策目標
農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．日本食イベント「WASHOKU-Try Japan's Good Food」事業

在外公館等を活用した海外のオピニオンリーダー等を通じ日本食・日本食材等

や日本食文化を普及させるための事業、関係府省等と連携した来日外国人を通じ

日本食・日本食材等や日本食文化を普及させるための事業を実施する。

２．日本食材等・日本食文化発信事業

海外への文化発信や観光客誘致等を行う関係府省等と連携を図るとともに、輸

出促進リーダー等を派遣して、日本食・日本食材等や日本食文化の魅力を伝える

ための展示即売会、レセプション等のＰＲイベントを開催をする。

３．各種広報活動の展開

日本食や各品目の魅力を伝えるＤＶＤ、パンフレット等の広報資材の作成、マ

スメディア（テレビ、新聞、雑誌等）を活用した日本食・日本食材等や日本食文

化の情報発信を行う。

＜委託先＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成１９年度から平成２１年度まで

〔担当課：大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 電話 03-3502-3408〕
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○
「
W

A
S
H

O
K
U

-
Ｔ

ｒｙ
J
ap

an
’
s 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
」

事
業

（
在

外
公

館
等

を
活

用
し

た
日

本
食

イ
ベ

ン
ト

）

各
国

の
要

人
、

食
の

オ
ピ

ニ
オ

ン
リ

ー
ダ

ー
、

マ
ス

コ
ミ

、
有

名
バ

イ
ヤ

ー
等

、
食

に
関

す
る

関
係

者
を

通
し

日
本

食
・
日

本
食

材
等

や
日

本
食

文
化

の
魅

力
を

紹
介

・
浸

透
。

（
レ

セ
プ

シ
ョ

ン
、

貿
易

セ
ミ

ナ
ー

等
の

機
会

に
旬

で
あ

り
か

つ
高

品
質

な
食

材
を

提
供

）

○
日

本
食

・
日

本
食

材
等

や
日

本
食

文
化

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
P

R
イ

ベ
ン

ト
（
展

示
即

売
会

、
レ

セ
プ

シ
ョ

ン
等

）

※
W

A
S
H

O
K
U

-
Ｔ

ｒｙ
事

業
、

各
種

広
報

活
動

、
海

外
常

設
店

舗
等

の
農

水
省

の
輸

出
促

進
対

策
や

関
係

府
省

、
海

外
の

日
本

食
・
食

材
販

売
業

者
等

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

骨
太

な
形

で
実

施
。

○
常

設
店

舗
活

用
型

輸
出

対
策

○
海

外
展

示
・
商

談
活

動
○

関
係

府
省

等
の

イ
ベ

ン
ト

等

○
日

本
食

・
日

本
食

材
等

を
正

し
く
紹

介
し

、
魅

力
を

伝
え

、
フ

ァ
ン

を
世

界
に

広
げ

る
こ

と
に

よ
り

、
我

が
国

の
農

林
水

産
物

・
食

品
の

輸
出

を
促

進
さ

せ
る

。
○

海
外

に
お

け
る

発
信

事
業

を
総

合
的

、
戦

略
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

来
日

す
る

外
国

人
に

対
し

て
も

積
極

的
に

情
報

を
発

信
す

る
。

○
日

本
食

・
日

本
食

材
等

の
魅

力
を

発
信

し
て

い
く
た

め
、

各
種

広
報

活
動

の
展

開
、

様
々

な
リ

ソ
ー

ス
の

活
用

、
各

種
事

業
と

の
連

携
に

よ
る

骨
太

な
事

業
展

開
を

図
る

。

○
日

本
食

や
各

品
目

の
魅

力
を

伝
え

る
広

報
資

材
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

）
の

整
備

・
充

実
○

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

（
テ

レ
ビ

、
新

聞
、

雑
誌

等
）
を

活
用

し
た

日
本

食
・
日

本
食

材
等

や
日

本
食

文
化

の
情

報
発

信

海
外

に
お

け
る

日
本

食
・
日

本
食

材
等

の
普

及

日
本

に
お

け
る

紹
介

・
PR

○
来

日
の

外
国

人
に

対
し

て
農

林
水

産
物

や
食

品
等

を
紹

介
・
P

R

連
携

活
用

日
本

食
・
日

本
食

材
等

海
外

発
信

事
業

日
本

食
・
日

本
食

材
等

海
外

発
信

事
業
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農林水産物等輸出促進支援事業のうち

農林水産物等輸出促進対策

【６００，０００（６００，０００）千円】

対策のポイント
貿易実務経験や専門的知見を有する者（輸出プロモーター）の活用、海外にお

ける農林水産物・食品の広告宣伝等を総合的に支援することにより、明確な目標

を設定した農林漁業者等による戦略的な輸出の取組を促進します。

平成１９年度における事業の実施例＞＜

①地域の特産品を詰め合わせて地域名を冠したパック商品を台湾、香港、ロシア、シンガポー

ルへ輸出

②海外バイヤーの意見を踏まえて開発した商品の台湾、香港への輸出

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．輸出プロモーターの活用

豊かな経験と知見を有する輸出プロモーターを活用し、事業実施主体の輸出の

取組を強力に推進するとともに、その実務を通じて事業実施主体で輸出を推進し

ていく人材を育成する。

２．海外輸出環境調査

事業実施主体が取り扱う産品について、海外の流通業界を中心とした市場調査、

一般消費者を対象とした嗜好・文化・風習・消費動向等を調査する。

３．産地ＰＲ・ほ場視察

輸出国のバイヤーを輸出産地に招へいし、産地の食文化、気候風土、作物の栽

培方法、栽培状況等をＰＲする。また、栽培農家等と直接商談する機会を設け共

通の商品開発を通じ、取扱量や品目の増加を図る。

４．ブランド認証

産地での生産、加工、出荷等に係る統一的な基準を作るとともに、その基準を

満たした産品についてブランド認証することにより、輸出相手国産品との差別化

・高付加価値化を図る。

５．物流技術実証

輸出を安定的に行う上で必要な品質保持やコスト削減を実現するための物流シ

ステムの構築を図る。

６．海外輸出環境整備

海外の関係団体等に対し、取扱産品を使用した日本食等のプロモーションや試

食等を通じて、海外での販売促進の協力を得る。

また、輸出先国の植物検疫条件等に適合した生産地域の環境整備等により、輸

16



出の定着化を図る。

７．海外販売促進活動

海外の百貨店等における販売活動、レストランにおける日本食フェアの開催、

効果的な広報活動等により、取扱産品の販売量の拡大を図る。

＜事業実施主体＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成１８年度から平成２１年度まで

＜補助率＞

定額（ の１．）、１／２（ の２．から７．まで）＜内容＞ ＜内容＞

〔担当課：大臣官房国際部貿易関税チーム輸出促進室 電話 03-3502-3408〕
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○
明

確
な
目

標
を
設

定
し
戦

略
的

に
輸

出
に
取

り
組

も
う
と
す
る
農

林
漁

業
者

等
の

取
組

に
対

す
る
総

合
的

な
支

援
を
実

施
○

輸
出

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

戦
略

（
み

な
ぎ
る
輸

出
活

力
誘

発
事

業
に
よ
り
策

定
さ
れ

た
、
個

々
の

先
進

的
な
取

組
に
係

る
戦

略
）

に
沿

っ
た
取

組
に
つ
い
て
は

優
先

採
択

農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
対
策

農
林
水
産
物
等
輸
出
促
進
対
策

輸
出
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
強
力

に
推

進

輸
出

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
の

活
用

定
額
補
助

上
限

50
0万

円

・
市

場
調

査
、
消

費
者

嗜
好

調
査

・
生

鮮
食

品
の
消

費
期

限
調

査
等

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査

・
百

貨
店
で
の
試

験
的

販
売

、
フ
ェ
ア

実
施

・
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・レ

シ
ピ
等
の
作
成
、
配
布

等

販
売

促
進

活
動

・
関

係
者

へ
の
国

産
農

林
水

産
物

等
の

紹
介

・
現

地
関
係
取
引
先
に
対
す
る
試
食
会

・
産

地
へ

の
検
査

官
の

招
へ

い
等

取
引

相
手

探
し

海
外
バ
イ
ヤ
ー
の

・
産

地
へ

の
招
へ

い
・
産
地
Ｐ
Ｒ
、
ほ
場

視
察

・
産

地
で
の

商
談

会

（
お
い
し
く
安
全
な
日
本

産
農
林

水
産

物
の
生

産
状

況
等

の
Ｐ
Ｒ
）

産
地
Ｐ
Ｒ
・
ほ
場

視
察

ブ
ラ
ン
ド
認

証
の

支
援

の
た
め
の

・
基

準
・マ

ー
ク
の

検
討

委
員
会
の
開
催

・
認

証
基

準
の
作

成
・
認

証
マ
ー
ク
の

作
成

ブ
ラ
ン
ド
認

証
の

支
援

混
載
コ
ン
テ
ナ
輸
送
技
術
の

・
実

証
検

討
会
開

催
・
試
験
輸
出
の
輸
送
、
デ
ー

タ
測
定

、
資

材
費

等
の

支
援

・
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作

成

物
流

技
術

実
証

輸
出
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

輸
出
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て

想
定
さ
れ
る
人
材

○
商

社
Ｏ
Ｂ
、
輸

出
に
知

見
の
あ
る

経
営

コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

○
海

外
で
商
標
登

録
出

願
等
を
行

う
弁
理

士
等

補
助
率

１
／

２

輸
出

の
取

組
を
推

進
す
る
人
材
の
育
成
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農
林

水
産

物
等

輸
出

促
進

対
策

○
今

後
輸
出
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
品
目
に
つ
い
て
、
輸
出
額
の
明
確
な
目
標
を
設
定
し
、
戦
略
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
事
業
体
（
※
個
人
や
単
独
の
民
間

企
業
を
除
く
）
の
輸
出
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
。
（
補
助
率
１
／
２
）

※
例
え
ば
、
海
外
の
輸
出
環
境
調
査
（
海
外
市
場
調
査
、
消
費
動
向
調
査
等
）
、
輸
出
国
バ
イ
ヤ
ー
の
産
地
招
へ
い
、
輸
出
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
（
ブ
ラ
ン

ド
認
証
の
た
め
の
基
準
づ
く
り
）
、
品
質
保
持
や
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
す
る
輸
出
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
海
外
販
売
促
進
活
動
と
い
っ
た
輸
出
拡
大
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
。

○
平
成
１
９
年
度
は
、
２
６
事
業
を
採
択
。
地
域
を
中
心
と
し
た
協
議
会
形
式
の
取
組
が
多
い
こ
と
が
特
徴
。

採
択
事
業
一
覧 北
海

道
漁
業

協
同

組
合

連
合

会
：
水

産
物

秋
田

県
産
品

輸
出

促
進

協
議

会
：
米
・
米

加
工
品
、
青

果
物
等

横
手

市
観
光

協
会
：
米
、
ぶ
ど
う
等

和
歌

山
県
農

林
水

産
物
・
加

工
食

品
輸
出
促
進
協
議
会

：
も
も
、
か
き
、
み
か
ん
、
あ
ん
ぽ
柿
等

和
歌

山
県
農

林
水

産
物
・
加

工
食

品
輸
出
促
進
協
議
会

：
も
も
、
か
き
、
み
か
ん
、
あ
ん
ぽ
柿
等

鳥
取

県
境
港

水
産
物
輸
出
入

促
進
協
議
会
：
ア
ジ
、
サ
バ
等

九
州
沖

縄
農

業
経

済
推

進
機

構
：
九

州
産

農
産
物

長
崎
県

松
浦

市
水
産
物

輸
出

入
促

進
協

議
会

：
タ
チ
ウ
オ
、
ゴ
マ
サ
バ

等

（
社
）
鹿

児
島

県
特

産
品

協
会

：
鹿

児
島

県
産

農
林

水
産
物

東
町
漁
業
協
同
組
合
：
養
殖
ブ
リ

佐
賀
県

農
林

水
産

物
等

輸
出
促

進
協

議
会

：
ハ
ウ
ス
み

か
ん
、
い
ち
ご
等

熊
本
県

農
畜

産
物

輸
出
促

進
協

議
会

：
イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
み

か
ん
等

日
本

木
材
輸

出
振

興
協

議
会

：
国
産
材
（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
）
の
内
装
材
、
住
宅
部
材
等

（
社
）
日

本
農

業
法

人
協

会
：
米
、
野

菜
、
果

実
等

全
日

本
菓
子

輸
出

工
業

協
同

組
合

連
合

会
：
菓
子

水
産

物
輸
出

拡
大

協
議

会
：
水
産
物

（
財
）
食

品
産

業
セ
ン
タ
ー

：
味

噌
、
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
等

全
国

果
実
輸

出
振

興
対

策
協

議
会

：
果
実

、
果
実

加
工

品

日
本

特
用
林

産
振

興
会
：
乾
し
い
た
け

全
国

農
業
協

同
組

合
連

合
会

：米

Ｆ
Ａ
Ｊ
輸

出
協

議
会

：
花
き

（
財
）
世

界
緑

茶
協

会
：茶

全
国

レ
ベ
ル

の
事

業
体

青
森

県
農
林

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会
：
り
ん
ご

：
平
成
１
８
年
度
及
び
１
９
年
度
採
択
事
業
者

：
平
成
１
９
年
度
採
択
事
業
者

鹿
沼

市
さ
つ
き
盆

栽
海

外
輸
出
促
進
協
議
会

：
さ
つ
き
盆
栽

鹿
沼

市
さ
つ
き
盆

栽
海

外
輸
出
促
進
協
議
会

：
さ
つ
き
盆
栽

さ
ん
あ
い
協
業
体

：
天
竜
材
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

を
使
っ
た
住
宅
部
材

さ
ん
あ
い
協
業
体

：
天
竜
材
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

を
使
っ
た
住
宅
部
材

会
津
喜
多
方
物
産
協

会
：
乾
麺
、
米
・
米
加
工
品
等

会
津
喜
多
方
物
産
協

会
：
乾
麺
、
米
・
米
加
工
品
等

（
社
）
青

森
県

物
産

協
会
：
ほ

た
て
、
り
ん
ご
加

工
品
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海外日本食優良店の支援について

【２２７，０１０（２７６，１１０）千円】

対策のポイント
海外における日本食の信頼性を高め、日本食ファンを世界に拡げます｡

＜海外における日本食店の現状等＞

・いわゆる日本食店は、全世界で約２０,０００店から約２４,０００店。

・米国だけでも、約９,０００店、この１０年で２.５倍増加。

・「海外日本食レストラン推奨有識者会議」を設置し、平成１９年３月に「日本食レストラ

ン推奨計画」が提言として取りまとめられた。

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

１．海外日本食優良店調査・支援事業 １８２，２４０（２７６，１１０）千円

海外日本食優良店の調査、日本食レストラン推奨計画の普及啓発等を行います。

＜委託先＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成１９年度から平成２１年度まで

２．海外日本食優良店普及促進事業 ４４，７７０（０）千円

民間組織が行う現地の日本食優良店の実情に応じた推奨基準の策定、推奨事業の

情報収集等の取組に対して支援を行います。

＜事業実施主体＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成２０年度から平成２２年度まで

＜補助率＞

定額

〔担当課：総合食料局食品産業振興課外食産業室 電話 03-3502-8267〕
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海
外
日
本
食
優
良
店
の
推
奨
に
つ
い
て

○
国

内

・
平

成
２
５
年
ま
で
に
農

林
水

産
物

等
の

輸
出

額
を
１
兆

円
規

模
と

す
る
こ
と
は

、
政

府
の

目
標

。

○
海

外
・

日
本

食
は

、
「
ヘ
ル

シ
ー
」
、
「
美

し
い
」
、
「
高

級
・
高

品
質

」
と
し
て
高

い
評
価

。
・

一
方

で
、
日

本
食

を
提

供
す
る
店

の
急

増
（
２
万

店
以

上
）
、
日

本
食

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
い
し
ブ
ラ
ン
ド
の

み
を
利

用
し
て
い
る
店

の
出

現
。

推
奨
計
画
の
実
施
・
具
体
化

現
状

基
礎

調
査

、
海

外
の

現
地

組
織

設
立

、
推

奨
基

準
の

策
定

、
推

奨
マ
ー
ク
の

付
与

、
普

及
Ｐ
Ｒ
活

動
等

○
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
促
進

・
日
本
食
文
化
へ
の
理
解
の
入
口

民
間

有
識
者
会
議
に
お
け
る
提
言
（
「
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
推
奨
計
画
」
（
平
成
１
９
年
３
月
）
）

○
公

的
規

制
の

印
象

の
強

い
「
認

証
」
で
は

な
く
「
推

奨
」
と
す
る
。

○
こ
の

取
組

は
民

間
が

主
体

と
な
っ
て
実

施
す
る
。
行

政
は

情
報

提
供

等
の

側
面

的
な
支

援
。

○
推

奨
の

取
組

と
並

行
し
て
、
鮮

魚
の

管
理

や
日

本
食

の
調

理
技

術
等

に
つ
い
て
の

講
習

会
の

実
施

や
情

報
提

供
が

行
わ

れ
る
こ
と
が

重
要

。
○

推
奨

計
画

を
円

滑
に
進

め
る
た
め
、
農

林
水

産
物

等
輸

出
促

進
施

策
を
一

層
推

進
し
、
推

奨
計

画
と
輸

出
促

進
施

策
の

連
携

を
図

る
べ

き
。

○
日
本
企
業
の
海
外
進
出
の
後
押
し
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農林水産物等輸出促進支援事業のうち

品種保護に向けた環境整備

【５７，９３６（７２，４２０）千円】

対策のポイント

品種を識別するためのＤＮＡ分析技術の開発を支援することにより、我が国の

オリジナル品種を保護し、輸出の促進を図ります。

平成１９年度における技術開発作物＞＜

りんどう、キク、芝草、落花生、スイカ、海苔

政策目標

農林水産物・食品の輸出額を平成２５年までに１兆円規模とする

＜内容＞

１．オリジナル品種の権利保護の取組

海外への輸出を図るオリジナル品種について、品種を識別するためのＤＮＡ分

析技術を開発し、権利保護を支援する。

２．花き種苗の品種識別技術開発確立

品種登録数の多い花きについて、品種識別技術を開発し、不正に生産された花

きの輸入対策に加え、積極的な海外市場開拓により高品質花きの輸出促進を図る。

＜事業実施主体＞

民間団体等

＜事業実施期間＞

平成１８年度から平成２１年度まで

＜補助率＞

１／２

〔担当課：生産局種苗課 電話 03-6744-2118〕
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Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
手

法
及

び
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の

開
発

品
種

保
護

に
向

け
た

環
境

整
備

○
我

が
国

の
優

良
な
花

き
や

オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種

の
海

外
へ

の
輸

出
を
促

進
す
る
た
め
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
品

種
識

別
技

術

の
開

発
を
支

援
。

（
補

助
率

１
／

２
）

民
間
団
体

（
農

業
協

同
組
合

や
公

益
法

人
等

）

Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
に
よ
る
品

種
識

別
技

術
の

開
発

○
権

利
侵

害
を
受

け
た

際
に
、
当

該
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種

で
あ
る
こ

と
の
証
明
が
可
能
。

↓

○
権
利
侵
害
へ
の
迅

速
な
対

応
が

可
能

。

○
権
利
侵
害
へ
の
抑

止
効

果
。

優
良

な
オ
リ
ジ

ナ
ル

品
種

を
用

い
た
戦

略
的

な

農
林

水
産

物
等

の
輸

出
拡

大

農
産

物
の
輸

出
促

進
に
取
組
む
産
地

花
き
の

輸
出
を
行

っ
て
い
る
民
間

企
業

等

ア
ジ
ア
諸

国
に
お
い
て

・
我
が
国
で
育
成

さ
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種

が
、
無
断
で
持
ち
出
さ
れ
生
産
さ
れ
る
等
の
権
利
侵
害
が
発
生
。

・
我

が
国

の
輸
出

農
産

物
か

ら
種

苗
が

無
断

増
殖

さ
れ

、
そ
の
生

産
物

が
我

が
国

か
ら
の

輸
出
農

産
物
と

競
合
し
た
り
、
我
が
国
へ
逆
輸
入
さ
れ
る
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
。

・
品

種
保

護
制
度

の
整

備
の

遅
れ

等
に
よ
り
、
育

成
者

権
の

取
得

、
権
利

行
使
、
権

利
侵

害
へ
の

対
応

が
十
分
で
な
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
等

の
輸

出
が

進
ま
な
い
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